
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
三
原
小
保
護
者

ら
の「
歌
お
う
会
」、そ
し
て
島
外

か
ら
の
参
加
者
も
加
わ
り
、島
で

生
き
る
喜
び
と
浪
漫
を
表
現
し

た「
わ
れ
は
海
の
子
」（
上
田
真
樹

さ
ん
編
曲
）
の
大
合
唱

女
声
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
「
な
ら

い
」の
合
唱
、碓
井
俊
樹
さ
ん

の
ピ
ア
ノ
演
奏
に
続
き
、
え

り
か
さ
ん
が
独
唱
し
た
。
二

部
は
浅
沼
宏
雄
さ
ん
、
石
井

秀
さ
ん
が
八
丈
太
鼓
や
島
の

民
謡
を
披
露
。
モ
ー
リ
ス
・

レ
イ
ナ
さ
ん
（
ク
ア
ト
ロ
）、

牧
野
翔
さ
ん
（
マ
ラ
カ
ス
）、

吉
澤
陽
子
さ
ん（
ハ
ー
プ
）ら

０
人
を
集
め
て
開
か
れ
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
は
、
え
り
か

さ
ん
の
夫
で
駐
日
ベ
ネ
ズ
エ

ラ
ボ
リ
バ
ル
共
和
国
大
使
の

セ
イ
コ
ウ
・
イ
シ
カ
ワ
氏
の

あ
い
さ
つ
で
開
幕
。一
部
は
、

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
大
使
夫
人
で

声
楽
家
の
コ
ロ
ン
え
り
か
さ

ん
を
迎
え
て
28
日
、「
八
丈
島

浪
漫
音
楽
祭
２
０
１
７
〜
あ

し
た
に
響
け
 ゆ
め
の
う
た

〜
」が
、町
ホ
ー
ル
に
約
４
０

の
演
奏
と
え
り
か
さ
ん
の
歌

で
、
心
地
よ
く
響
く
ベ
ネ
ズ

エ
ラ
の
民
族
音
楽
も
紹
介
さ

れ
た
＝
写
真
下
。

ト
ー
ク
タ
イ
ム

で
は
、
え
り
か
さ

ん
が
ベ
ネ
ズ
エ
ラ

の
お
国
事
情
や
現

地
の
音
楽
、
そ
し

て
貧
困
や
生
い
立

ち
に
左
右
さ
れ

ず
、
す
べ
て
の
子

ど
も
た
ち
に
楽
器

と
教
育
を
無
償
で

与
え
、
生
き
る
力

を
育
て
よ
う
と
い

う
同
国
の
音
楽
教

育
手
法
の
「
エ

ル
・
シ
ス
テ
マ
」

に
つ
い
て
ス
ラ
イ

ド
を
交
え
て
説
明

し
た
。

日
本
で
は
東
日
本
大
震
災

の
翌
12
年
、
エ
ル
・
シ
ス
テ

マ
ジ
ャ
パ
ン
（
代
表
・
菊
川

穣
さ
ん
）
が
設
立
さ
れ
、
現

在
、福
島
県
相
馬
市
、岩
手
県

大
槌
町
、そ
し
て
、長
野
県
駒

ヶ
根
市
な
ど
で
活
動
が
広
が

っ
て
い
る
。
登
壇
し
た
菊
川

さ
ん
は
「
国
や
文
化
に
よ
っ

て
音
楽
教
育
の
環
境
や
方
法

は
変
わ
る
。
エ
ル
・
シ
ス
テ

マ
も
限
定
し
た
ス
タ
イ
ル
は

な
く
、
ま
ず
は
地
域
に
音
楽

を
楽
し
め
る
場
を
つ
く
る
こ

と
が
大
切
で
す
」と
、呼
び
か

け
た
。

三
部
は
こ
の
音
楽
祭
に
向

け
て
結
成
さ
れ
た
八
丈
少
年

少
女
合
唱
団
の
デ
ビ
ュ
ー
ス

テ
ー
ジ
。
指
揮
者
・
加
藤
洋

朗
さ
ん
の
指
導
で
、
詩
や
曲

を
深
く
理
解
し
、
全
身
で
音

楽
を
楽
し
も
う
と
い
う
思
い

が
、
歌
声
や
表
情
か
ら
伝
わ

り
、
会
場
か
ら
は
大
き
な
拍

手
が
わ
き
起
こ
っ
た
。

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
音
楽
も

八
丈
浪
漫
音
楽
祭
 

島
で
生
き
る
喜
び
 歌
に
込
め
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